
大阪介護支援専門員協会 堺ブロック 

 2024年 度  事 業 計 画  

(基本方針) 

職域、所属の枠を超え職務遂行のため、職業倫理の高揚に努め専門員教育及

び研究を通して、その専門性を高め、介護支援専門員の資質の向上を図り、堺

市民の保健・医療・福祉の増進に寄与するとともに、地域包括ケアシステムの

推進に向け、他組織とのネットワーク化を推進していきます。 

 

(2024年度 テーマ)   

【地域共生社会へ向けて 他機関との連携強化】 

 

(2024年度 重点活動項目)  

1、資質向上(法定外)研修の開催 

 ・堺ブロック内(堺ブロック・堺区・西区・北区・南区・東区・美原区・中区・

事業部会)   14回、28時間以上の開催 

 

 2、大阪介護支援専門員協会代議員選出の支援 

    

3、堺ブロック内コミュニケーションの活性化 

・広報・災害・法務・教育の視点を持ちコミュニケーションを活性化する。 

・委員会や部会等の活動支援する。 

（広報チーム、災害対策チーム、法務チーム）  

〇情報のインプット 

・ 堺ブロック内各支部理事会・堺ブロック運営委員会・大阪介護支援専

門員協会理事会との３層構造にて、情報収集する。 

・ 堺ブロックホームページにて、協会員からの提言・意見・困りごとを

受け付ける。 

・ 堺ブロック内協会員からリアルタイムに情報収集するシステムとして、

モニター調査の仕組みによる活動をする。 

・ 各区代議員と連携をとり、協会員からの提言・意見・困りごとを受け

付ける。 

〇情報のアウトプット⇒ 

・ 堺ブロック ホームページの運営 （http://sakai-caremanager.com） 

・ 堺ブロック運営委員会開催にて情報共有(堺市内・大阪介護支援協会) 

http://sakai-caremanager.com/


・ 堺ブロック広報委員会よる情報発信 

(メーリングを活用した研修案内・情報提供を発信する) 

(リーフレット・フリーペーパーを発信する)  

 

4、堺市・他の職能団体との連携協力 

〇堺市・他の職能団体等組織体への協力 

・堺市地域包括ケアシステム審議会への委員派遣協力 

・堺市地域介護サービス運営協議会への委員派遣協力 

・堺市における医療と介護の連携をすすめる関係者会議 

（いいともネットさかい）への委員派遣協力 

・堺地域「医療と介護の連携強化」病院連絡協議会 

(C.Cコネット)への委員派遣協力 

・堺市地域ケア会議への委員派遣 

堺市高齢者支援ネットワーク会議への委員派遣協力 

堺市北区高齢者支援ネットワーク会議への委員派遣協力 

堺市堺区高齢者支援ネットワーク会議への委員派遣協力 

堺市西区高齢者支援ネットワーク会議への委員派遣協力 

堺市南区高齢者支援ネットワーク会議への委員派遣協力 

 堺市中区高齢者支援ネットワーク会議への委員派遣協力 

 堺市東区高齢者支援ネットワーク会議への委員派遣協力 

 堺市美原区高齢者支援ネットワーク会議への委員派遣協力 

・堺市東区高齢者関係者機関会議への委員派遣協力 

・堺市難病支援連絡会への委員派遣協力 

・泉州緩和医療懇話会「こころ」への委員派遣協力 

・堺市医師会泌尿器科医会在宅尿路管理研究会への委員派遣協力 

・堺市医療圏がん診療ネットワーク協議会への委員派遣協力    

・堺市と地域包括ケアシステム・防災減災においての個別避難シート作成 

について意見交換や協会員への周知機会を設ける 

・堺市介護認定審査会、審査部会への委員派遣協力 

・ケアプランデータ連携システム周知のための研修会支援 

・大阪社会福祉士会堺支部研修への協力 

 

 

 

 

 



≪大阪介護支援専門員協会堺ブロック組織図≫ 2024.4.12 更新 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堺区理事会 

(東端支部長) 

公益社団法人 大阪介護支援専門員協会 

大阪介護支援専門員協会 堺ブロック 

堺ブロック総会 

 

広報チーム 

チーム長 加藤(西区監事) 

チーム員 牧野(中区副支部長)・藤原(中区副支部長) 

吉田(北区理事)・安藤(東区理事) 

※リーフレットの発行・連絡網の更新 

※ホームページ更新の確認 

災害対策チーム 

チーム長 松井(西区副支部長)  

チーム員 大谷(堺ブロック長)・上野(中区理事)・渡邊(南

区理事)・西口(南区理事)・藤原(南区理事)・井上(東区副

支部長)・五味多(美原区理事)・小倉(堺区理事)・和泉(北

区理事) 

※災害に対する活動 

法務チーム 

チーム長 川口(西区支部理事) 

チーム員 小名(南区支部長)・田中(北区支部長) 

※協会員からの法務的な相談を受ける仕組みを構築する。 

※泉田弁護士 

各区支部理事会 

大阪介護支援専門員協会堺ブロック協会員  

堺ブロック運営委員会(ブロック長(副)・各区支部長・チーム長・運営委員) 

ブロック長(大谷) ・副ブロック長(根来) 運営委員(中辻・上野・牧野)  

７区支部長  ３チーム長    顧問 泉田弁護士 

 

中区理事会 

(梶山支部長) 

美原区理事会 

(山口支部長) 

東区理事会 

(木元支部長) 

西区理事会 

(河内支部長) 

南区理事会 

(小名支部長) 

北区理事会 

(田中支部長) 



堺ブロック災害対策チーム 

2024年度 活動計画 

基本方針 

 

2024年度テーマ 

 

2024年度活動項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域のケアマネジャーに堺ブロック災害対策チームの後方支援活動の内容を周知する 

 

１・研修の開催 

BCPの作成基準にある年に 1回以上の研修・訓練の項目がクリアできるように実施 

7月 ZOOMで講師による研修 

9・10月対面での訓練形式（机上訓練など）での研修 

２・備蓄の準備 

優先順位を決め、研修収入にて年度ごとに購入 

蓄電器（バッテリー）・ 充電器・ソケットなどの充電アダプター 

   詳細地図 等 

３・連絡体制 

チャットワークを活用 

・防災チームのチャットワーク有料版 

・発災時には、協会員などにもチャットワークを招待（無料版）誰もが情報共有できる 

掲示板として活用 

４・拠点事業所の設置 

   西区（くろひげケアプランセンター） 

   南区（ケアプランセンター年輪） 

  拠点事業所の役割 

   ・年に 2回 充電器(バッテリーの充電)・電気系統の動作確認 

   ・災害時の充電ステーションの設置 

５・定例会議の開催 

奇数月  火曜日 19：00～20：00 （ZOOMでの開催） 

６・学会への発表 

近畿大会にて発表を行い活動周知・主任ケアマネの更新要件を満たす 

防災の輪を広げる 



堺ブロック広報チーム 

2024年度 活動計画 

基本方針 

 

 

2024 年度 テーマ 

 

 

2024 年度 活動項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益を求め、市民や介護支援専門員、多職種等、 

人々に職能団体の活動等を発信し、理解や協力を求める。 

①：大阪介護支援専門員協会 堺ブロック HP の運用 

・堺ブロック 資質向上研修（法定外研修） 開催予定 

・堺ブロック各区支部情報の発信、更新 

・各種資料の発信・更新 

・堺ブロック法務ﾁｰﾑ+防災ﾁｰﾑと連携し、『協会員法律相談』『防災関連』の情報を発信 

・堺ブロック活動実績の報告 

・その他、HP 運用に関し検討、変更等を行う。 

 

②：大阪介護支援専門員協会 堺ブロック 協会員メール登録 

 堺ブロック協会員 メールアドレス登録者数増加を図り、研修案内、緊急災害時、 

その他、有益な情報等がリアルタイムに発信できるシステムを構築していく。 

 

③：大阪介護支援専門員協会 堺ブロック 広報誌発刊 

・年度内に 1 回程度、広報誌作成、発刊。 

 

有益な情報を発信すると共に、協会員入会者数増加の一翼を担う。 

 



堺ブロック法務チーム 

2024年度 活動計画 

基本方針 

 

 

2024年度テーマ 

 

 

2024年度活動項目 

 

 

昨今の複雑なケアマネジメント業務支援の中で起こりうる法務上の不安に対し、法務チー

ムとしてまた顧問弁護士の協力を得て、会員の不安を最小限にする後方支援の役割を担う 

 

１：相談フローの会員への随時アナウンス 

   ・会員メリットとしての周知 

・メールや SNS活用で随時「データチラシ」を 

配布するなどのインフォメーション活動 

 

２：チーム連絡体制（LINE 及びチャットワーク、メール等を活用） 

・相談発生時には法務チームメンバー間共有から、必要に応じ泉田弁護士への発信 

 

３：法務チーム定例会議の開催 

年 2回参集実施 対応事例の整理  運営会議への相談内容の概要報告：準備など 

   

４：ハラスメント研修（仮題）参集型実施 等の企画 

    ・過去の相談件数を整理し、出来る限りの範囲にはなるが、 

事例として省みる機会になる研修会の開催も検討 

会員の日々の法務ニーズ不安の解消と、ケアマネジメント業務の向上 


